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2027年2月期　8月度概況について　[国内]

 *** Domestic Sales Summary　---　fiscal period from MAR 1, 2026 to FEB 28, 2027    ( % change compare with lasｔ year )

(単位　：　％）

３月 ４月 ５月 第１四半期 ６月 ７月 ８月 第２四半期 上期

売上高 5.5 5.3 8.8 6.5 -6.6 6.7 7.0 2.3 4.5
客数 -0.5 0.0 3.4 1.0 -12.6 -0.7 0.9 -4.1 -1.5

客単価 5.9 5.3 5.2 5.5 6.8 7.4 6.0 6.6 6.1
売上高 7.1 6.0 8.8 7.3 -6.6 6.6 6.5 2.1 4.8
客数 0.3 0.5 3.3 1.4 -12.6 -0.8 0.4 -4.3 -1.4

客単価 6.7 5.4 5.3 5.8 6.9 7.5 6.1 6.7 6.3
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　ご参考：　2026年2月期　月次推移 [ABC-MART事業]
(単位　：　％）

３月 ４月 ５月 第１四半期 ６月 ７月 ８月 第２四半期 上期

既存店 4.1 3.5 9.9 5.8 6.2 4.5 8.5 6.3 6.0

全店 4.5 4.2 10.4 6.3 6.1 4.2 8.7 6.3 6.3

９月 １０月 １１月 第３四半期 １２月 １月 ２月 第４四半期 下期 通期

既存店 1.3 2.1 5.6 3.2 -0.4 5.9 4.8 3.1 3.1 4.6

全店 1.1 2.8 6.7 3.8 0.2 7.0 6.4 4.1 4.0 5.1

8月は、豪雨や台風など天候に左右されることが多い月でしたが、

販促を強化したキッズシューズのコラボ商品や、お盆期間に行ったセールの施策が好評だったこともあり、売上は好調に推移しました。

商品別ではサンダルやTシャツ、新作スニーカーが好調でした。

これらの結果、全店で前期比6.5％のプラス、既存店で7.0％のプラスとなりました。

第２四半期は、全店で前期比2.1％のプラス、既存店で2.3％のプラスとなりました。

上期につきましては、全店で前期比4.8％のプラス、既存店で4.5％のプラスとなりました。

当月開店店舗 0店舗

当月閉店店舗 2店舗 1,116 店舗

その他 9月月次の発表は、10月5日（月）を予定しております。

　決算発表は、10月7日（水） 15時半を予定しております。

　尚、決算発表までの間は業績等に関するご質問にはお答えできませんので、何卒ご了承下さい。

注）　改装等の理由により、１ケ月を通して営業出来なかった店舗の売上に関しては、既存店売上から除外しております。

注）　7月に発生した熊本地震により、５店舗が引き続き休業となっております。（9月2日にABC-MARTゆめタウンサンピアン店が再開しました）
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2027年2月期より、Oshman'sを含めた国内売上高の状況を記載しております。


